【漆宮内の五輪塔解読】
《願　文》
右志者為過去幽儀
滅罪生善孤去独来也
及以此冢平等利益
悉趣如件
永仁七年巳卯
　　　　　三月十八日
　　大施主　　敬
　　　　　　　白
《註》
＊永仁七年＝一二九九年
＊滅罪生善(めつざいしょうぜん)＝罪を滅ぼして善を生むこと。
＊孤去独来(こきょどくらい)＝『無量寿経』に「独去独来」や「独生独死」がある。即ち、人間の生死は、ただ自己自身のものであることを教えた言葉。
＊平等利益(びょうどうりやく)＝平等に益すること。
